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1　はじめに

日本音楽がどのような方法によって学習されてき

たのか,という課題に対してこれまでいくつかの詳

細な研究報告がなされている。これらの研究を鳥撤

するとき,その根底に流れる共通した特性が現われ

てくる。こうした特性は音楽授業における日本音楽

の学習のみならず,他のジャソルの音楽学習,さら

に学校における学習のありかたそのものの問い直し

をせまってきていると考える。

小論のねらいは次の2点にある。第1はこれまで

なされてきた日本音楽の学習法研究が,音楽科教育

を含め,学校教育における学習法になげかけている

課題を整理することである。この点について,

・音楽科の授業における日本音楽の学習法のあり

方

・音楽科の授業における音楽の学習法のあり方

・文化における学習法と学校教育における学習法

との関係の整理と見直し

という観点に立って検討する。

第2に,これらの観点から特に音楽科の授業に注

目し,学校教育における音楽学習を再検証したいと

考える。ここでは,実際の授業実践を紹介しながら,

学習の当初から音楽の総体を把握し,模倣・繰り返

しをしながら身体全体で音楽を理解・習得していく

という学習のあり方を提案する。

2　日本音楽の学習法研究

日本音楽といってもたい-ん幅が広い。また,日

本音楽の学習法に関しても多数の芸談や聞き書きが

存在する。さらにクラブ活動や授業での取り組みな

ど,実際に学校教育の中で扱った事例も多く紹介さ

れている。

ここで先行研究として取り上げるのは,声明・能・

義太夫節・雅楽などいわゆる日本の伝統音楽に取材

し,その学習法について研究論文としてまとめた以

下の4点である。これらの研究を検討することを通

して,日本音楽を習得する際どのような学習法が用

いられているかまとめる。

小島・沢田l)は日本音楽の学習構造の特質として

「知らず知らずのうちにある音楽を耳にしている段

階,そして模倣する段階」としての「教育の下部構

造」が問題意識を深め, 「直感を重視」し,唱歌

(しょうが)を用い「感覚器官を使って形成したイ

メージを通して対象をつかむこと」が学習の出発点

になること。その際「盗むということばで象徴され

るように,学習者が主体性を持って行動することが

期待されて」おり,一見「型にはめる」教育が結果

として個性的な表現を生むことを指摘している。

梅本2)は,伝統的な教育方法として「基本的には

師から与えられるのを弟子が待って,受け身でそれ

を身に付けていくという態度を戒め,能動的横極的

に自分の必要なものを師から奪い取るという載い求

道梼神を養う」ものとしての「教えないという教育

法」が行われることを重視している。

また,茂手木3)札　義太夫節の学習法の二つの側

面として「間接的体験学習」と「直接的体験学習」

をあげ,日常生活において音に囲まれた生活やその

風俗の中に溶け込んで観察する間接的な体験学習が,

芸を磨き上げる基本となるとしている。

伊藤りは,雅楽の学習過程において,楽人の家系

としての空気の存在や「様々な学習段階の人々が集

まって措古を受ける形態」などから「状況-の参加

による学習」が成立しており, 「学習者の主体的探1997.12. 1受理
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究を促す教育法」をとりながら学習が「螺旋的な熟

達段階」を経て習熟に至ることを述べている。

3　学習法の特性

こうして見ると,日本音楽を習得していく過程に

おいては,次のような特性が浮かび上がってくる。

1) ①環境として存在する音楽・場での生活や参

加

2) ②課項となる音楽の総体の当初からの学習

③模範的表現の提示(師匠の師範)とその模

倣・熟達

@耳からの学習,直感や感覚の重視

⑤身体全体を使った音楽の把握と表現

⑥繰り返しの学習,スパイラルな学習構造

⑦唱歌の利用(あいまいな記譜,明確な記憶)

3) ⑧音楽への傾倒,内面化

4) ⑨教えの非摸極性

⑲結果として生ずる学習者の主体性,学びの

積極性

⑳自己に対する評価の促進

第一に言えることは,音楽が学習者に対して環境

として存在することである。 「教育の下部構造」や

「間接的体験学習」 「楽人の家系としての空気の存

在」という言葉で指摘されるように,学習者の学習

意識の有無に関わらず,日常の生活空間が音楽を自

然に包含し,学習者が知らず知らずのうちに音楽を

耳にしている状態,あるいは「状況への参加による

学習」という形で,学習者自身が学習の場に参加し,

その雰囲気の中で音楽を浴びている状態が学習のベー

スとなっていることである。

第二に,実際に音楽的行為を行う際,その過程に

おいては分析的,構造的な学習法は用いられず,早

習の当初から対象となる音楽の総体を丸ごと与えら

れ,師匠の規範的表現,師範を模倣しながら,繰り

返し練習を重ねることにより,熟達に向かう。

音楽を伝達する手段としての唱歌の採用は,学習

者の中にモデルの形成を容易にする。楽譜はあくま

で記憶の一助に過ぎず,直感を重視し,耳から聞こ

えてくる音楽を声や楽器を通じ,身体全体で表現し

ていく学習が生ずる。

身体を使って模倣を繰り返していく中で,学習者

は対象に入り込み,それを自ら消化し,少しずつ自

分のものとしていくのである。

この一見単なる繰り返しに見える行為が,音楽へ

の傾倒と内面化を生じ,さらに再創造へと向かわせ

る重要な活動となっている。

このような学習においては「教えないという教育

法」に代表されるように,師匠は楽曲の細部にわた

り手取り足取り教えるということをせず,むしろ教

えることに関しては,非穣極的な姿勢を貫くことで.

学習者の内部における表現-の追求活動や自己評価

を促し,結果として磨かれた個性的な表現-と導い

ていくのである。

4　提示される課活

きて,こうした日本の伝統的な学習法は,システ

ム化された現代の教育に対して大きな示唆を与えて

くれる。これらは以下の3点に集約されよう。

一つは,音楽科の授業における日本音楽の学習法

のあり様に対してである。日本音楽の学習において

はm歌を始めとした伝統的な手法を用いることの重

要性が説かれ5㌧　具体的な授業実践も数多く報告さ

れている6)。五線譜や階名を使いリズム学習や頭声

的発声を用いるか,あるいは唱歌を用いたり.日本

の伝統的な発声で歌ったりするのかという問題は,

-教材や-題材レベルにおいて生ずるだけではな

く,捷唱されている二系列並行学習7)や三系列並行

学習のをはじめ,年間の学習指導計画の中で扱われ

る様々な様式の音楽の学習をどのような視点から構

成していくかというカリキュラム作成の基本姿勢に

関わってくる。

日本音楽の独自性,様式-の忠実な点を鼓調し,

独立したカリキュラムを主張する立場と,他民族と

の共通性や音楽の諸要素の特質を中心に据える立場

は依然議論の分かれるところである9Iが,日本音楽

を学習する際,その学習法の特性を生かす授業を展

開する必要があると考える。

さて,模倣や耳からの学習の重視,あるいは身体

全体を使用して<わかる>学習の姿は.日本音楽に

限らず,音楽科の授業における音楽学習のあり方を

再考させるに十分である。授業における音楽の学習

法の再検討,これが第二の課堰である。

すでに柳生は音楽学習において指導者のモデルの

提示が重要な意味を持つこと,日本の芸能や職人の

間で行われてきたくわざを盗む>という態度が音楽

学習においても学習者の主体的横梅的な行為を生む

ことを指摘している10)。音楽の多様な要素の一部に

ついての体験をしたり,その要素を遵合させて,撹

業を構成する傾向や,技術中心の指導に陥りやすい

音楽学習が,其の音楽性を追求してきたのであろう
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かという反省に立つとき,わが国において伝統的に

培われてきた学習の方法は,民族という枠のみにと

どまらず音楽学習という普遍的な脈絡の中でも生き

てくる。

第三の課題としては,文化における学習法と学校

教育・学校文化における学習法との関連があげられ

る。文化の中で育まれた学習法をどのような形で学

校文化に取り入れるかという問題である。ここでは

まず学習の<場>の相違という点に注目する必要が

あろう。小島・沢田は日本音楽の有益性を認めなが

らも「日本音楽の教授を成立させている場と学校教

育としての場とは諸条件が根本的に異なっているこ

と」 ll)を指摘し,安易な導入を諌めている。これは

学校教育という特別なシステムを持つ学習の場に,

日本の伝統的な学習法を取り入れることへの疑問で

ある。もとより今の時代に学校にお師匠さんをお願

いし,何年もの継続的なお稽古を重ねるということ

は不可能である。むしろ重要なことは伝統的な学習

法に見られる文化の捉え方,伝達・習得・理解の過

程に学び,学習そのものを見直していく作業や,地

域社会や伝統芸能の世界など,文化の中での学習の

様相を学校文化が学び,自らを変革していこうとす

る態度である。学習の<場>の問題はこの意識があっ

て始めて解決される。実際「唱歌を主体とした学習

法は,五線譜のそれとはまったく異なった学習過程

を成立させ」 12)るのである。日本音楽の学習法研究

の成果は音楽学習の意味やあり方を問い直し,学校

における新たな学習観を提示しつつある。

日本音楽の学習について検討することは, <音楽

>という範囲を超え,学習そのものの捉え直しに必

然的に連関するのであり,学ぶという人間の営みに

対する研究と直結してくる。

「わざ」の習得が「身体全体でわかっていくわか

り方」を通したものであり,結果として従来の知の

枠組みを超えた「新しい知識観」が必要であるとい

う提案13)や「表現者の学びとは, 「なぞりながらか

たどり」 「かたどりながらなぞる」いとなみを,主

体の闘争として推進する実践」という考え方はH)

日本の伝統的な学びが関係諸科学と融合しながら,

新たな学曽論を導き出し'Tいることを示すと同時に,

そこから再び音楽学習そのものを照射し始めている

ことを示しているのである。

5　授業における音楽の学習法の問い直し

さて,音楽教育の観点から考えた場合,前項4に
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おいて,第二番目に示した課題を深く掘り下げてお

かなければならない。これは日本音楽学習という視

点から授業における音楽学習を再考しようという試

みである。

先ほど来検討してきたように,日本音楽の学習過

程においては,学習の当初から音楽の総体を把握し,

模倣・繰り返しをしながら,常に対象にダイレクト

に触れ,身体全体で音楽を理解・習得していく方法

がとられる。この過程で学習者は音楽に傾倒してい

普,師匠の<教えの非税極性>の中で主体的な学習

が営まれるのである。

この方法は音楽のある部分を取り出したり,技術

的な訓練を効率よく組織しようとする考えとは板本

的に異なっている。

学校における音楽教育がともすると発声指導のみ

に固執したり,リコ-ダーの指遣いやタソギソグを

寡-に扱ったりすることで,学習者から音楽が遊離

していってしまう現状は,音楽学習に対する理念の

相違から生じるもので,この点学習の捉え方を今一

度考えてみる必要がある。

ここでは具体的な二つの事例を通して課題にせまっ

ていきたい。

1) 「引き出しタイプ」と「複数入り口型タイプ」

の授業

第-の事例は筆者が小学校2年生を対象に地域の

民俗音楽・芸能を授業した際の部分記録である15) 。

この授業を教科書指導書に示されている流れと対

比しながら考察しよう。 (資料1)

資料1左の実践は,楽曲「自くまのジェソカ」を

教材としている。それは,四分音符四分休符の音価

の認識とそれを技術的に手拍子で打てるようになる

こと。次に旋律を部分的に覚えること。その際,発

音やリズムを抽出しながら指導すること。そして身

体表現をするために,まずジェソカのステップその

ものを練習すること,などが段階的に組み込まれて

いることがわかる。

対して右の実践は,地域の舞楽に頻繁に用いられ

る音楽を,唱歌や身体の動きを用いながら学習して

いる。ここでは,唱歌の持つ発音の特性を生かして

活動をし,唱歌を唱え,実際に太鼓を叩いて演奏を

したり,身体を使って体全体で動き音楽を表現する

という多様な角度からの音楽へのアプローチを組織

している。

この二つの授業は,まったく異なった過程により

形成されている。前者が対象とする音楽から,その

構成要素の一部を取り出し,その部分についての理
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解と技術的な課堰を克服させ,全体をつなぎ合わせ

ようとする発想であるのに対し,後者は,教材に対

してその最も大切な部分にいたるいくつもの入り口

を用意し,音楽性にダイレクトに触れる活動を身体

を通して行っている。

二つの授業の違いは,資料1に構造図として示し

た。事例Aは「リズム」 「歌唱」 「身体表現」とい

う各々の区分の中で,それぞれ「リズム打ち・挿絵

の指差し」 「4小節ごとの旋律唱・歌詞の抽出と繰

り返し・リズムの習得」 「ステップのしかたの練習・

踊り」というようにさらに細分化し,最終的にこれ

らを学習者内部において統合させること,あるいは

こうした段階をつみあげることを学習と捉えている。

これを図に見立てて, 「引き出し型の授業」としよ

う。

これに対してもう事例Bの「首黄で表現する」

「唱歌を唱える,太鼓を叩く」 「身体表現をする・

(動く,舞う) 」という方法は,一貫して唱歌が用

いられ,聴覚による情報や身体の活動が重視される。

3項で検討した学習法を踏襲している。学習者は授

業のどの場面においても直接音楽と関わることがで

きるようになっている。いわば「複数入り口型の授

業」と言えよう。

2) 「階段タイプ」と「模倣・繰り返しタイプ」

の授業

資料2はリコーダー学習である。双方ともそれぞ

れ「雨の公園」 「ライソの踊り」という一つの楽曲

を習得するものであるが,その過程はまったく異なっ

ている。

構造図で示したように,事例Cの授業は,まず高

音域を出すための技術的訓練が導入となっている。

すなわち,高音域のミフ7ソ,低音域のミ77ソの

練習である。次いで息の使い方,階名唱をして始め

て高音域を使用する旋律練習に到達する。その後旋

律全体の階名唱やタソギソグや息のスピード,プレ

スの技法を狸得し.ようやく目的とする楽曲全体の

演奏にたどりつくのである。学習者は楽曲の表現に

必要な技能を一つひとつ習得し,学習の最終段階に

おいて音楽表現をするわけである。これを「階段タ

イプの授業」としよう。

対して事例D授業の学習構造はいたって簡単であ

る。まず,生徒の前で教師が模範演奏をする。いく

つかの解釈を混ぜて,この時は計4回も演奏が行わ

れた。生徒には楽辞の助けはなく,彼等はただひた

すらに教師の師範を繰り返し聞くのである。ここで

は対象となる曲の全体が丸ごと伝えられ,学習者は

耳や目など身体の全感覚を通して演奏者の息遣いや

指使い,フレージソグや7-ティキュレーショソを

総体として受けとめる。その後各自の個人練習に入

るが,ここでは独習の補助として五線j軌　階名譜,

運指表が用意され,学習者は自分に見合った方法を

採りながら練習をする。したがって五線辞を見て練

習する者,階名譜を見て練習する者,教師の師範を

見ながら練習する者,友達の演奏を見たり聞いたり

しながらそれを其似る者など.多様な学習状況が生

まれてくる。教え合いや見様見真似といった風景も

観察された。

生徒の練習場面における教師の役割は受動的で,

学習者の前で師範して見せたり,質問があった場合

にそれに受け答えするという行動を意識的にとって

いた。授業はその後全員が集合し.教師とともに演

奏したり,再び模範演奏を聞くことを繰り返してま

た個人練習に移る。

この間教師は規範を示すことが中心で,自ら指遣

いやタソギソグ,曲の表現上の注意などを積極的に

指導しようと働きかけることはなかった。むしろ積

極性は学習そのものに見られた現象で,教師の師範

から吸収した音楽をいかに模倣し,自分のものにす

るか,そのための行動が印象的であった。

全体の把握-→模倣-→繰り返しのスパイラルな学習

構造は,指遭い,タソギソグ,息のスピードなどの

ステップアップの授業とは基本的に異なるものであ

る。これを「模倣・繰り返しタイプの授業」としよ

う。

学習の衷初から音楽を総体として把握し,模倣・

操り返しをしながら身体全体で音楽を理解・習得し

ていくという授業のあり方はやはり日本音楽の学習

法と重なる部分が多い。むしろ学習者の主体性を導

きだし,音楽を自己の内部において吸収・消化し,

自分自身の表現へと導く活動は本質的にこうした学

習過程にあるといえる。その意味において日本の伝

統的な学習法の研究は,学校の音楽授業に対して反

省を促し,新たな展望を切り開いてくれるものと考

える。

§　おわUに

以上,小論の前半では日本音楽の学習法の整理,

検討を通して.伝統的な学習の方法が,学校におけ

る日本音楽,音楽,さらには学校教育全体になげか

けている課題をまとめた。また,後半では特に音楽

授業における学習のありかたについて,日本の伝続
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的な学習法を生かす観点から,新たな提案を試みた。

現時点では,課題の整理と試案の提出にとどまって

いるが,今後各々の問確についてさらに深く考察し

ていく必要性を感じている。

なお,小論は第27回日本音楽教育学会(1996年)

における筆者の研究発表をもとにまとめたものであ

る。貴重な実践を提示していただいたo豊栄市立早

通中学校の岡田明先生,渡連美雪先生,授業に御協

力いただいた能生町立能生小学校,宮田範子先生に

深く感謝申し上げる。
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資料1

新潟大学教育学部紀要　第39巻　第2号

教材: 「しろくまのジェソカ」

平井多美子作詞/ケソ　ウォール作曲　市川都志春他

r′ト学生の音楽1指事書JI教育芸術杜　p.55

Li・>#・

教材:新潟県能生町白山神社舞楽及び唱歌

「オーポーチャーコノ　ズ'・yテ・/ド-」筆者の授業より

(1996,3,15 - 19.新潟県能生町能生小学校2年生)

1　曲の気分を感じ取らせる。

・全曲を通して聴き,泉がついたことや感じたこ

とを発表し合う。

JIN IJJIJ¥　のフレーズを手拍子で打ち

ながら聴く。

・白くまについて知っていることを話し合う。

・ 4 ′J、節範唱しながら旋律を覚える。

(発音しにくい言葉や表現しにくいリズムのと

ころは,ゆっくりと繰り返して歌わせる。)

3　身体表現をさせる。

・ 「ジェソカ」の踊りのステップのしかたを練習

する。

・曲に合わせて楽しく踊る。

1 「オーポーチャーコ」をしゃペっちゃおう

・板書したくオーポーチャーコノ　ズッテソドー

>のもつ言葉の特性を感じ取る。

・ロに出してそれぞれ表現してみる。

・身体で表現してみる。

2　「オーポーチャーコ」を歌ってみようO

・唱歌に合わせて、一緒に唱える。

・唱歌を唱えながら手で帳や床を叩く。

3　叩いてみよう。

・唱歌とともに和太鼓を叩く。

4　「オーポーチヤーコ」を舞っちゃおう。

・教師の唱歌と太鼓に合わせて体を動かす。

・友達の表現を真似てみる。

・ビデオに合わせて,クラス全員で舞う。

構造図A :事例A 構造図B :事例B
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串例C　教科書指導事　教材「雨の公園」

花岡　恵作詞/外国曲　市川都志幸他r′ト学生の音楽4

相可書JI教育芸術杜　p.79

重塾皇教材「ライソの踊り」ドイツ民謡
市川郁志春他r改訂　中学生の器楽J教育芸術杜

平成4年　p.18 (新潟県豊栄市早通中学校1学年

岡田明先生・渡連深雪先生の授業1996,6,25)

1　歌詞の表すイメージをつかんで歌詞唱させる0

2　リコーダーの高音域の音の出し方を覚えさせ

る。

・高音域のミ77ソの摘使いを覚える。

・低音域のミ77ソと交互に練習する。

・息の使い方の違いにも注意しながら吹く。

・ 2段目の旋律を階名唱する。

・ 2段目をリコーダーで演奏し,実際の楽曲での

高音域の指の使い方を知る。

3　リコーダーで旋律奏をさせる。

・旋律全体を階名唱する。

・旋律奏をなめらかに演奏する工夫をする。

(低音域と高音域のタソギソグや息のスピード)

(プレスの前の音が短くならないように)

1 「ライソの踊り」の模範演奏を聴く。

・教師Aによる模範演奏を聴く。 (一回)

・教師Bによる模範演奏を聴く。 (三回)

2　各自個人練習をする。

・自分に合った練習方法をとる。

例:五線譜を見て練習をする。

階名譜を参考に練習をする。

教師の師範を見ながら練習をする。

友達の演奏を見ながら真似る。等

3　全員で演奏する。

・教師の師範と一緒に全員で演奏する。

・達成度を確認する。

4　教師の模範演奏を聴く。

5　各自個人練習をする。

3 リコーダーで旋律奏

. プ レスの劇 の音

. 息のス ピー ド

. タ ンギ ング

. 旋律全体 の階名喝

2 高音域の 出 し方

. 楽 曲で の確 認

. 2 段 目の階名咽

. 息 の使 い方

. 低音域 の ミフア ソ

. 商音域 の ミフア ソ

1 歌 詞喝


